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平成２８年度 未来への架け橋予算 

平成２９年度 未来への前進予算 

平成３０年度 未来への約束予算 

令和元年度 未来への幕開け予算 
 

 

 

  
 

 

総額 ３４９億１，５８３万１千円 
（２．３％ ７億８，７０３万１千円の増） 

一般会計   ２０３億７，０００万円 

（１．４％ ２億８，３００万円の増） 

特別会計８会計１２１億３，５８０万円 

（△１３．６％ １９億６００万円の減） 

国保、土地取得、墓園、農村排水、有料駐車場、介護、後期高齢、水上太陽光 

企業会計   ２４億１，００３万１千円 

下水道事業が今年度から特別会計から企業会計に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年２月 
愛知県豊明市 
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一般会計予算案２０３億７，０００万円の概要 

■歳入 自主財源６０．５％：依存財源３９．５％ 

 
  （□囲み数字は自主財源、(  )内は前年度比較） 

 

１ 市税 １０４億８，０９５万円（１．０％ ９，９０７万４千円の増） 

２ 地方譲与税 １億５，５６５万円（２．０％ ３００万７千円の増） 

３ 利子割交付金 ５００万円（▲５０％ ５００万円の減） 

４ 配当割交付金 ５，４０８万２千円（６．３％ ３１８万２千円の増） 

５ 株式等譲渡所得割交付金 ４，０００万円（▲２０％ １，０００万円の減） 

６ 法人事業税交付金 ４，３００万円（皆増） 

７ 地方消費税交付金 １４億２，０００万円（１４．５％ １億８，０００万円の増） 

８ 環境性能割交付金 ３，０００万円（１００％ １，５００万円の増） 

９ 地方特例交付金 ３，５００万円（▲５１．９％ ３，７７０万円の減） 

１０地方交付税 ９億円（３．４％ ３，０００万円の増） 

  普通交付税 ７億５，０００万円（令和元年度実績１０億１，５０５万４千円） 

  特別交付税 １億５，０００万円 

令和２年度 当初予算 

 
 

一般会計予算としては
過去最大規模 
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１１交通安全対策特別交付金 １，２００万円（前年同） 

１２分担金及び負担金 １億５，２２６万４千円 

（▲５３．１％ １億７，２３３万９千円の減） 

１３使用料及び手数料 １億３，３９８万７千円（８．５％ １，０５５万円の増） 

１４国庫支出金 ２６億２，４６７万円（▲５．３％ １億４，５９２万２千円の減） 

１５県支出金 １５億８，５４０万４千円（１８．９％ ２億５，２００万７千円の増） 

１６財産収入 ５５９万円（７５．３％ ２４０万１千円の増） 

１７寄附金 ２億１万円（前年同） 

１８繰入金 ４億４，２５０万７千円（３６．６％ １億１，８５５万１千円の増） 

  財調基金 ３億円 

  公共施設基金 １億３，０００万円 

  水上太陽光特会 １，２５０万７千円 

１９繰越金 ３億円（前年同） 

２０諸収入 ５億８，２６８万６千円（▲６．６％ ４，０９１万１千円の減） 

２１市債 １１億６，７２０万円（▲１．４％ １，６９０万円の減） 

  臨財債 ７億８，０００万円 

  その他 ３億８，７２０万円 
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■豊明市の財政の姿 

 

□予算編成の特徴 

●５年目となる部門別包括予算制度による予算編成 

●予算編成過程を公表 

□財政状況の実態と位置 

●市債残高 

一般会計 １４７億１，９３５万７千円（令和２年度末見込み額） 

特別会計   ５億２，１２６万９千円（令和２年度末見込み額） 

企業会計  ４７億２，８８４万８千円（令和２年度末見込み額） 

●基金残高 

  財調基金 ３９億６，３２４万円（令和元年度末見込み額） 

  財調基金 ３５億２１９万７千円（平成３０年度末決算額） 

その他基金 １４億８５６万８千円（平成３０年度末決算額） 

●実質公債費比率 

  ０．３％（平成３０年度決算値、１１位／県内市３７市） 

●将来負担比率 

  ▲２２．４％（平成３０年度決算値、１３位／県内市３７市） 

●経常収支比率 

  ８７．１％（平成３０年度決算値、県市平均８６．６％、１６位／県内市３７市） 

●公債費負担比率 

  ７．９％（平成３０年度決算値、４２位／全国市７９１市） 

●地方債残高／標準財政規模比率 

  １００．９６％（平成３０年度決算値、５５位／全国市７９１市） 

●積立金残高／標準財政規模比率 

  ３７．１２％（平成３０年度決算値、４５９位／全国市７９１市） 

現場起点、裁量の拡大 
市民へのプロセス開示 

 

将来負担低いものの、 
基金による備えも 
万全とはいえない 
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■歳出              

 

□主な歳出事業 

（１）本庁舎受変電・幹線設備更新事業【総務課】 １６０，６６６千円 

受変電及び幹線設備を更新することにより、施設の長寿命化を図ります。併せて、非

常用照明器具の更新も行います。 

（２）窓口改善事業 【総務課・市民課】 ５，７５８千円 

市民課、税務課及び債権管理課所管の各証明書発行を一元化する窓口を設けるとと

もに、案内表示を改善・増設することにより、来庁者へのサービス向上を図ります。 

（３）（仮称）多世代交流館整備事業 【企画政策課】 ４１，３６３千円 

「交流・まなび・あそび・子育て支援拠点（R４年度開所予定）」の実施設計を行います。 

（４）通訳業務事業 【市民協働課】 ２，７３２千円 

外国籍市民に対応するための、タブレット端末を使った自動翻訳や、電話での３者間

通話による通訳を行います。 

（５）パラリンピック採火事業【社会福祉課】 ３００千円 

パラリンピック聖火関連行事のほか、スポーツイベントを開催します。 

（６）防犯カメラ設置工事事業 【保育課】 ３，５９４千円 

市立全保育所に防犯カメラを設置します。 

（７）子育てアプリ導入事業 【子育て支援課】 ８３６千円 

子育ての支援情報の提供の新たな取組として導入します。 

（８）インフルエンザ予防接種事業 【健康長寿課】 ９１０千円 

全中学３年生を対象にインフルエンザ予防接種の助成を行います。 

（９）ごみ分別多言語案内事業 【環境課】 ９７１千円 

ゴミ分別案内チラシに、これまでの４言語（英語、中国語、ポルトガル語、ベトナム語）

に、新たに６言語（韓国語、インドネシア語、スペイン語、ネパール語、タイ語、ミャンマ

ー語）を追加します。 

(10)カリフローレ推進事業 【農業政策課】 ７１７千円 

カリフローレを中心に新規野菜の産地ブランド化を引き続き推進します。 
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(11)中小企業再投資促進事業 【産業支援課】 ７，６９０千円 

産業立地を推進するため、市内企業への設備投資補助を行います。 

(12) 園児等移動経路整備工事事業 【土木課】 ２２，０００千円 

３か年で、園児等の移動経路の交通安全対策を行います。 

(13)市街地開発事業 【市街地整備課】 ３０，４２６千円 

持続可能な都市づくりのため、住宅用地及び産業用地の整備を推進します。  

(14)同報無線整備事業 【防災防犯対策課】 １２９，６０２千円  

大規模地震や豪雨災害時に危険を知らせる同報無線を整備します。 

(15)細やかな支援教育推進事業 【学校教育課】 ８５，１４３千円  

充実した教育と支援が必要な児童生徒のサポートに向け体制強化をさらに進めます。 

特別支援教育支援員、スクールサポートスタッフ、小中学校学習指導員を拡充しま

す。 

(16)英語教育の推進事業 【学校教育課】  ３０，８００千円  

小中学校英語指導助手を増員します。 

(17)外国人児童の教育推進事業 【学校教育課】  １６，６３６千円  

定住外国人日本語教育推進プレクラス・プレスクールを拡充します。 

(18)学校プール指導業務委託事業 【学校教育課】 １４，４３０千円 

効果の高いプール民間指導を、これまでの３校から令和２年度は６校に拡大します。 

(19) セーフティプラスワン事業 【学校教育課】 １，２７８千円 

低学年児童の５限目授業後に１限分の学習活動を追加し、高学年児童と一緒に下校

することで、下校時の安全性向上を目指します。舘小学校で実施します。 

(20) 放課後子ども教室委託事業 【生涯学習課】 ４５，７３２千円 

    大宮小学校でも新たに開設します。これにより、セーフティプラスワンと併せて、全小学

校で放課後の子どもたちの居場所と安心、充実した生活を実現します。 

(21)二村台小学校教育環境整備事業 【学校教育課】 ２７，１６３千円 

令和３年４月の開校に向けて、必要となる備品等を整備し、児童の教育環境を整えま

す。 
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■資料 

 

□財政数値の推移 
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□歳入歳出グラフ 

 


